
   血液採取を行い 
  手術部（抜歯・移植・ 
    インプラント等）の 
   治癒を促進する方法 



当医院では、派遣された臨床検査技師が 
採血を行います。 



採血は翼状針又は注射器で行います。 



約５㎝ 

駆血帯を刺入部より約５㎝離して巻き主に肘窩正中皮静脈から採血 
 



21G翼状針を使用し血液採取 



駆血帯を除去してから針を抜きテープを貼る 



血液は約20～30cc程、採取する 



採取した血液を遠心分離器にかける 



CGFはガラス管でAFGはプラスチック管で遠心分離を
行って抽出する 



歯周組織（骨・歯肉等）治癒を促進する成分（CGF：完全
自己血液由来のフィブリンゲル）を抽出 



AFGは分離後１０分以内に骨補填材と混ぜる 



骨補填材と混ぜると一塊になり使用しやすくなる 

    AFG テクニック 



押しつぶすことによってメンブレンとして使用できる 























   

 



            

   根尖病巣 



  遠心分離機にかけた後の自己血液 

CGFになる成分 



CGF完全自己血液由来のフィブリンゲルで 
    １週間位まで保存可能 



 CGFを手術部に挿入して縫合を行ったが、手術後の  
 炎症は少なく順調に治癒が進んでいる。 





CGFを使用した移植手術翌日の患者の顔貌写真から判

断できるように従来の手術後より腫れと痛みは極端に
少ない。 


